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「主よ、我に我が終
おわり

と我が日の数の

幾何
いくばく

なるとを告げて、我に我が代の

如何
い か ん

を知らしめよ。視よ、爾我に日を

畀
あた

へしこと指
ゆび

尺
じゃく

の如く、我が代は爾

の前に有るなきが如し。誠に凡そ生け

る人は全く虚し。誠に人は行くこと幻

の如く、彼 徒
いたづら

に煩 劇
いそがわしき

をなし、貯
たくわ

えて誰に獲らるるを知らず。主よ、今

我何をか俟
ま

たん、我が望は爾に在り。」 

（第三十八聖詠） 

死
を
憶
え
る
こ
と
は
永
遠
の
命
を
想
う
こ
と 

司
祭 

ル
カ 

田
畑
隆
平 

「
メ
メ
ン
ト
・
モ
リ
（m

e
m

e
n
to

 
m

o
ri

）
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
よ
く
知
ら
れ
た
言
葉

な
の
で
ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
ラ
テ
ン
語
で
「
死
を
憶
え
よ
」
を
意
味
す
る

言
葉
で
、
古
代
ロ
ー
マ
時
代
の
あ
る
伝
統
に
由
来

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

当
時
、
戦
に
勝
利
し
た
将
軍
が
そ
の
凱
旋
パ

レ
ー
ド
で
群
衆
か
ら
称
賛
を
受
け
て
い
る
間
、
彼

の
戦
車
に
一
人
の
奴
隷
が
同
乗
し
、
彼
の
す
ぐ

後
ろ
に
立
っ
て
、
耳
元
で
こ
の
よ
う
に
囁
き
続
け

て
い
た
そ
う
で
す
。
「
後
ろ
を
振
り
返
れ
。
汝
は

死
す
べ
き
人
間
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
る
な
。
死

を
忘
れ
る
な
（m

e
m

e
n
to

 m
o
ri

）」と
。 

そ
し
て
聖
書
に
も
、
「
死
を
憶
え
る
」
こ
と
を

求
め
る
祈
り
が
あ
り
、
そ
れ
は
例
え
ば
こ
の
よ

う
な
も
の
で
す
。 

「
主
よ
、
わ
が
終
り
と
、
／
わ
が
日
の
数
の
ど
れ

ほ
ど
で
あ
る
か
を
わ
た
し
に
知
ら
せ
、
／
わ
が
命

の
い
か
に
は
か
な
い
か
を
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。
」

（第
３８
聖
詠
／
詩
編
39
篇
） 

 

「死
を
憶
え
る
」と
い
う
こ
と
自
体
は
、
信
仰
と

は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
神
を
信
じ
ず
と
も
、
死
を

憶
え
る
こ
と
に
よ
り
、
時
間
を
無
駄
に
せ
ず
、
優

先
順
位
を
明
確
に
し
、
本
質
的
に
生
き
る
助
け

と
な
り
ま
す
。
し
か
し
信
仰
者
に
と
っ
て
「
死
を

憶
え
る
」
こ
と
の
意
義
は
、
そ
れ
だ
け
に
留
ま
り

ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
死
を
憶
え
る
と
き
、
神
の
裁

き
を
考
え
ま
す
。
そ
し
て
永
遠
の
命
を
考
え
ま

す
。
つ
ま
り
私
た
ち
に
と
っ
て
「死
を
憶
え
る
」
と

は
、
永
遠
の
命
の
う
ち
に
今
を
生
き
る
こ
と
に
ほ

か
な
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
罪
に
陥
り
そ
う
な
時

は
、
死
を
憶
え
、
永
遠
の
命
を
想
い
ま
し
ょ
う
。 

聖
パ
ワ
ェ
ル
は
こ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
す
。 

「
私
自
身
は
、
す
で
に
い
け
に
え
と
し
て
献
げ
ら

れ
て
お
り
、
世
を
去
る
べ
き
時
が
来
て
い
ま
す
。

私
は
、
闘
い
を
立
派
に
闘
い
抜
き
、
走
る
べ
き
道

の
り
を
走
り
終
え
、
信
仰
を
守
り
通
し
ま
し
た
。

今
や
、
義
の
冠
が
私
を
待
っ
て
い
る
ば
か
り
で

す
。
」（テ
ィ
モ
フ
ェ
イ
後
４
：６‐

８
） 

聖詠の作者 

聖王ダヴィド 
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正
教
会
の
奉
神
礼
の
サ
イ
ク
ル
を
形
成
す
る

祈
祷
書
は
、
大
き
く
分
類
す
る
と
二
つ
に
分
け

ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
➀
一
日
の
奉
神
礼
を
形

作
る
物
（『時
課
経
』
『
奉
事
経
』）
と
、
そ
れ
ら
の

祈
祷
を
実
践
す
る
上
で
、
➁
日
毎
に
変
わ
る

部
分
が
記
載
さ
れ
た
物
の
２
種
類
で
す
。
そ
し

て
こ
の
➁
は
、
⑴
日
付
に
基
づ
く
『
月
課
経
』

（
日
本
で
は
『
祭
日
経
』
と
い
う
抄
訳
版
の
み
翻

訳
さ
れ
て
い
る
）
と
、
⑵
毎
年
日
付
の
変
わ
る

聖
大
パ
ス
ハ
に
基
づ
く
『
歌
経
』
と
『
八
調
経
』

に
分
け
ら
れ
、
ま
た
『歌
経
』も
『
三
歌
斎
経
』
と

『
三
歌
花
経
（五
旬
経
）
』に
分
け
ら
れ
ま
す
。 

今
月
は
ち
ょ
う
ど
『
五
旬
経
』
が
終
わ
り
『
八

調
経
』
を
メ
イ
ン
に
使
い
始
め
る
時
期
に
当
た

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
パ
ス
ハ
に
基
づ
く
祈
祷

書
（
『
五
旬
経
』
『
八
調
経
』
『
三
歌
祭
経
』
）
に
つ

い
て
、
掻
い
摘
ん
で
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。 

『
五
旬
経
』（
ペ
ン
テ
ィ
コ
ス
タ
リ
ヲ
ン
） 

こ
の
祈
祷
書
の
『
五
旬
経
』
と
い
う
名
前
は
、

「
聖
大
パ
ス
ハ
」
か
ら
「
五
旬
祭
（
ペ
ン
テ
コ
ス

テ
）
」ま
で
の
日
数
で
あ
る
「
50
日
間
」
に
因
ん 

と
は
言
え
、
『五
旬
経
』の
期
間
は
特
別
で
す

か
ら
、
様
々
な
調
が
そ
の
週
の
調
に
組
み
合
わ

さ
れ
な
が
ら
、
徐
々
に
通
常
の
『
八
調
経
』
の
サ

イ
ク
ル
へ
と
向
か
っ
て
い
く
よ
う
に
作
ら
れ
て

お
り
、
最
後
の
「
衆
聖
人
の
主
日
」
に
な
る
と
、

そ
の
日
の
調
は
ほ
ぼ
８
調
の
み
と
な
り
ま
す
。 

ち
な
み
に
正
教
会
で
は
「
パ
ス
ハ
」
は
伝
統
的

に
洗
礼
の
シ
ー
ズ
ン
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
正

教
会
で
最
も
大
き
な
祭
で
あ
る
「聖
大
パ
ス
ハ
」

と
、
二
番
目
に
大
き
な
祭
と
言
わ
れ
る
「
五
旬

祭
」
、
そ
し
て
そ
の
橋
渡
し
と
な
る
「
升
天
祭
」

と
い
う
正
教
信
仰
の
核
と
な
る
３
つ
の
祭
日
が

収
め
ら
れ
て
い
る
の
が
こ
の
『
五
旬
経
』
で
あ

り
、
こ
の
期
間
の
祈
祷
を
通
し
て
、
パ
ス
ハ
に
洗

礼
を
受
け
た
新
光
照
者
は
キ
リ
ス
ト
教
の
機 

で
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
名
の
示
す
通
り
、

元
々
こ
の
祈
祷
書
に
は
「
聖
大
パ
ス
ハ
」
か
ら

「
五
旬
祭
」
ま
で
の
祈
祷
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
後
に
な
っ
て
「
五
旬
祭
」
翌
週
の
「
五
旬

祭
後
第
一
／
衆
聖
人
の
主
日
」
が
追
加
さ
れ
、

現
在
の
『
五
旬
経
』
に
は
「
聖
大
パ
ス
ハ
」
か
ら

「
衆
聖
人
の
主
日
」
ま
で
の
８
週
間
＋
１
日
、
す

な
わ
ち
９
主
日
分
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

『
五
旬
経
』
に
「
衆
聖
人
の
主
日
」
ま
で
記
載

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ

る
の
は
、
「
五
旬
祭
」
は
そ
の
週
の
土
曜
日
ま
で

続
く
こ
と
、
「
衆
聖
人
の
主
日
」
は
「
パ
ス
ハ
」
に

伴
っ
て
移
動
す
る
こ
と
、
そ
し
て
「
パ
ス
ハ
」か
ら

８
週
間
後
の
「衆
聖
人
の
主
日
」（８
調
）で
ち
ょ

う
ど
調
が
１
調
か
ら
８
調
ま
で
一
巡
す
る
こ
と

な
ど
で
す
。
（
た
だ
し
、
「
パ
ス
ハ
」
か
ら
７
週
間

後
の
「
五
旬
祭
主
日
」は
７
調
を
基
調
と
し
て
い

ま
せ
ん
し
、
パ
ス
ハ
か
ら
の
１
週
間
、
す
な
わ
ち

「
光
明
週
間
」
は
そ
の
１
週
間
で
１
日
と
見
做

さ
れ
、
調
は
日
曜
１
調
、
月
曜
２
調
、
火
曜
３

調
、
水
曜
４
調
、
木
曜
５
調
、
金
曜
６
調
、
土
曜

８
調
と
な
り
ま
す
。
） 

パ
ス
ハ
の
サ
イ
ク
ル
の
祈
祷
書 

密
・
奥
義
を
学
ぶ
と

さ
れ
て
い
ま
す
。 

な
お
、
日
本
で
は

『
五
旬
経
』
は
未
だ

『
五
旬
経
略
』
と
い
う

抄
訳
版
し
か
翻
訳
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。 
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『
八
調
経
』（
オ
ク
ト
イ
ホ
） 

『
五
旬
経
』の
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
る
と
、
今
度 

は
一
年
の
通
常
の
期
間
で
あ
る
『八
調
経
』
の
シ

ー
ズ
ン
が
始
ま
り
ま
す
（
「
衆
聖
人
の
主
日
」
翌

日
の
月
曜
か
ら
）
。
『
八
調
経
』
は
８
週
間
の
サ

イ
ク
ル
と
い
う
長
い
ス
パ
ン
で
私
た
ち
の
霊
を

養
い
、
復
活
の
生
命
に
在
る
生
活
を
体
得
さ

せ
、
正
教
徒
と
し
て
の
成
熟
を
促
し
ま
す
。 

教
会
で
普
段
使
わ
れ
て
い
る
聖
体
礼
儀
や

徹
夜
祷
の
楽
譜
は
、
基
本
的
に
こ
の
『
八
調
経
』

に
基
づ
い
て
祈
祷
文
や
歌
が
セ
レ
ク
ト
さ
れ
て

い
ま
す
。
で
す
か
ら
通
常
の
『
八
調
経
』
の
シ
ー

ズ
ン
は
こ
れ
ら
の
聖
歌
譜
の
み
を
使
っ
て
い
れ

ば
間
違
わ
な
い
（
た
だ
し
、
省
略
は
さ
れ
て
い

る
）
の
で
す
が
、
祭
日
と
重
な
っ
た
り
、
『
五
旬

経
』
や
『三
歌
斎
経
』の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
、
祈

祷
文
が
変
わ
る
の
で
そ
の
ま
ま
で
は
使
え
な
く

な
り
ま
す
。 

『
三
歌
斎
経
』
（
ト
リ
オ
デ
ィ
） 

 

大
斎
の
祈
祷
書
と
し
て
知
ら
れ
る
『
三
歌
斎

経
』
で
す
が
、
こ
の
祈
祷
書
に
は
大
斎
準
備
週

間
の
「
税
吏
及
び
フ
ァ
リ
セ
イ
の
主
日
」
か
ら
、

「
聖
大
パ
ス
ハ
」
前
日
の
「聖
大
ス
ボ
タ
」ま
で
の 

祈
祷
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

『
三
歌
斎
経
』
を
使
い
始
め
る
大
斎
準
備
週

間
は
未
だ
『
三
歌
斎
経
』
が
メ
イ
ン
で
は
な
く
、

主
に
『
八
調
経
』
を
使
い
な
が
ら
日
曜
な
ど
に

『三
歌
斎
経
』を
用
い
つ
つ
、
少
し
ず
つ
『三
歌
斎

経
』の
割
合
が
増
え
て
い
き
、
大
斎
を
迎
え
て
メ

イ
ン
が
『
三
歌
斎
経
』
に
切
り
替
わ
る
と
い
う
具

合
で
す
。 

 

ち
な
み
に
『
三
歌
斎
経
』
の
「
三
歌
」
と
は
、
大

斎
平
日
の
早
課
で
は
カ
ノ
ン
が
三
つ
の
歌
頌
し

か
歌
わ
れ
な
い
こ
と
か
ら
来
て
い
ま
す
（
大
斎

第
４
週
間
の
水
・金
曜
を
除
く
）。 

 

な
お
、
大
斎
初
週
の
祈
祷
書
と
し
て
『
大
斎

第
一
週
間
奉
事
式
略
』
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、
例
え
ば
こ
の
祈
祷
書
で
は
月
曜
早
課
の

光
耀
歌
は
「
１
調
」
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、

『
三
歌
斎
経
』
で
は
本
調
（
＝
そ
の
週
の
調
）
と

な
っ
て
お
り
注
意
が
必
要
で
す
（
海
外
の
『三
歌

斎
経
』
は
「
そ
の
週
の
調
」
）
。
ま
た
、
同
じ
く
月

曜
早
課
の
「
聖
三
者
讃
詞
」
も
『
第
一
週
間
略
』

で
は
１
調
に
な
っ
て
い
ま
す
が
（
こ
れ
は
『
三
歌

斎
経
』
も
同
じ
）
、
筆
者
の
調
べ
る
限
り
海
外
の

教
会
で
は
「
そ
の
週
の
調
」
で
す
。
つ
ま
り
大
斎

に
な
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
１
調
に
戻
る
の
で
は 

な
く
、
「
受
難
週
間
」
に
至
る
ま
で
は
基
本
の
調

は
前
の
「パ
ス
ハ
」に
準
拠
し
、
新
た
に
８
調
の
サ

イ
ク
ル
が
始
ま
る
の
は
「
聖
使
徒
フ
ォ
マ
の
主

日
」
か
ら
と
な
り
ま
す
。 

不
禁
食
週
間
と
斎
と
祈
祷
書 

 

今
年
は
６
月
８
日
か
ら
「
聖
使
徒
の
斎
」
が
始

ま
り
ま
す
。
こ
の
斎
は
「
聖
使
徒
ペ
ト
ル
・
パ
ワ

ェ
ル
祭
」
（
７
月
１２
日
）
ま
で
続
き
ま
す
が
、
６

月
８
日
は
「
衆
聖
人
の
主
日
」の
翌
日
、
す
な
わ

ち
『
五
旬
経
』
を
使
い
終
わ
っ
た
翌
日
で
あ
り
、

『
八
調
経
』
シ
ー
ズ
ン
の
初
日
で
す
。
す
な
わ
ち

『
八
調
経
』
と
い
う
通
常
の
シ
ー
ズ
ン
は
斎
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
ち
な
み
に
『五
旬
経
』は
不
禁
食

週
間
（
「
聖
大
パ
ス
ハ
」
～
「
フ
ォ
マ
の
主
日
」
）
に

始
ま
り
、
不
禁
食
週
間
（
「
五
旬
祭
」
～
「
衆
聖

人
の
主
日
」
）
に
終
わ
り
ま
す
。
そ
し
て
大
斎
の

祈
祷
書
で
あ
る
『
三
歌
斎
経
』
も
、
実
は
不
禁

食
週
間
か
ら
始
ま
り
ま
す
（「税
吏
及
び
フ
ァ
リ

セ
イ
」～
「蕩
子
」ま
で
）。 

 

こ
の
よ
う
に
、
斎
や
不
禁
食
週
間
と
い
う
の

は
各
祈
祷
書
の
始
ま
り
や
終
わ
り
と
リ
ン
ク
し

て
い
る
こ
と
が
多
く
、
正
教
の
生
活
が
い
か
に

奉
神
礼
と
結
び
つ
い
て
い
る
か
が
解
り
ま
す
。 
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白
河
正
教
会
だ
よ
り 

白
河
教
会
で
は
５
月
２
日
㈯
か
ら
３
日
㈰

に
か
け
て
司
祭
の
巡
回
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

日
は
「癱
者
の
主
日
」
で
し
た
が
、
変
更
箇
所
を

予
習
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
お
陰
で
、
徹
夜
祷

も
聖
体
礼
儀
も
『
五
旬
経
』
の
指
定
通
り
に
滞

り
な
く
祈
祷
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

ま
た
、
日
曜
の
昼
食
後
に
は
、
洗
礼
を
希
望

し
て
お
ら
れ
る
青
年
を
中
心
に
勉
強
会
を
行
い

ま
し
た
。
「
正
教
会
は
神
を
ど
の
よ
う
に
理
解

し
て
い
る
の
か
」と
い
う
神
学
的
で
込
み
入
っ
た

内
容
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
よ
く
理
解
し
て
い

た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。 

 

中
新
田
教
会
で
は
４
月
２４
日
㈮
と
２５
日
㈯

に
司
祭
の
巡
回
が
あ
り
、
復
活
大
祭
を
お
祝
い

し
ま
し
た
。 

ま
ず
２４
日
の
午
前
９
時
に
聖
堂
で
紅
卵
の

成
聖
を
し
、
そ
れ
か
ら
渡
邊
執
事
長
の
車
で
各

墓
地
の
墓
地
祈
祷
へ
赴
き
ま
し
た
。
途
中
、
普

段
は
教
会
に
来
ら
れ
な
い
信
徒
の
お
宅
に
何
軒

か
寄
り
、
卵
と
お
菓
子
を
届
け
、
主
の
復
活
大

祭
の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。
そ
し
て
夕

方
に
教
会
へ
戻
り
１７

時
よ
り
十
字
行
と
早

課
。
早
課
の
後
に
は
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
祝
賀
会
で
は
恒
例
（
に
な
り
つ
つ
あ
る
）
の

ビ
ン
ゴ
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
拡
大
宣
教
会
議 

 
５
月
１４
日
㈭
午
後
１
時
よ
り
、
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
の
拡
大
宣
教
会
議
が
仙
台
教
会
に
て
開
か

れ
ま
し
た
。
こ
の
会
議
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
宣
教
委

員
と
各
教
会
の
執
事
長
が
一
堂
に
会
し
、
ブ
ロ

ッ
ク
の
活
動
や
各
教
会
の
現
状
に
つ
い
て
共
有

し
理
解
を
深
め
る
も
の
で
、
仙
台
管
轄
区
か
ら

は
司
祭
と
宣
教
委
員
の
ウ
ェ
ラ
山
中
姉
、
中
新

田
教
会
の
セ
ル
ギ
イ
渡
邊
執
事
長
、
白
河
教
会

の
イ
オ
ア
ン
大
寺
執
事
長
が
出
席
し
ま
し
た
。 

２５
日
は
朝
か
ら
復
活
大
祭
の
聖
体
礼
儀
を

お
祝
い
し
た
後
、
午
後
か
ら
は
再
び
墓
地
祈
祷

へ
。
午
後
５
時
過
ぎ
ま
で
掛
け
て
全
て
の
お
墓

を
廻
り
、
丸
二
日
に
亘 

る
中
新
田
教
会
の
復
活 

大
祭
を
終
え
ま
し
た
。 



                      

献 

金 

報 

告 
(4

.3
0

～5
.1

9
) 

○
聖
堂
内
献
金 

六
九
、
三
九
六
円 

○
復
活
大
祭
献
金 

一
万
円 
山
野
辺
隆
二 

五
千
円 

大
立
目
謙
直
、
太
田 

信
、
八
文
字
則
子 

三
千
円 

門
間
純
子
、
遊
佐
珠
子
、
横
山
美
貴
子 

二
千
円 

八
賀
み
ち 

○
聖
名
祭
感
謝
献
金 

五
千
円 

木
村
浩
大 

二
千
円 

昆 

守
（ひ
ろ
子
） 

○
パ
ニ
ヒ
ダ
献
金 

五
千
円 

永
沢
正
輝
、
太
田
ち
え
子
、
高
橋
ゆ
り 

三
千
円 

橘 

聡
子
、
山
田
喜
美
雄
、
本
多
弘
明
、 

山
中
由
美
、
木
村
史
之
、
佐
治
美
智
子 

千
円 

岡
崎
文
子
、
髙
橋
紀
武
、
岡
崎
雄
俊 

○
墓
地
祈
祷
献
金 

五
千
円 

本
多
弘
子
、
大
立
目
謙
直
、
丹
野
美
紀 

三
千
円 

山
田
喜
美
雄
、
西
海
枝
康
子
、
平
塚
裕
、 

 

岡
崎
た
い
子
、
永
元
道
子
、
大
立
目 

潤
子
、
木
村
良
治 

千
円 

本
多
弘
明
、
水
口
敦
子
、
遊
佐
な
み
子
、 

髙
橋
紀
武 

○
埋
葬
献
金 

四
十
万
円 

太
田 

秀
（太
田 

信
） 

三
十
万
円 

石
森
知
子
（髙
橋
英
俊
） 

○
迴
家
祈
祷
献
金 

五
千
円 

昆 

守 

三
千
円 

髙
橋
秋
子 

○
会
報
献
金 

二
万
円 

中
新
田
教
会 

一
万
円 

白
河
教
会 

※
敬
称
略 
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消 
 

 
 

 

息 

永
眠 

四
月
三
〇
日
【
仙
台
教
会
】 

レ
オ 

太
田 

信 

兄
（
１０２
歳
） 

 

五
月
八
日
【
仙
台
教
会
】 

ペ
ー
ト
ル 

髙
橋 

英
俊 

兄
（
９２
歳
） 

永
遠
の
記
憶
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

婦人会総会のご案内 

仙台ハリストス正教会 女性信徒 各位 

６月２８日㈰の祈祷後に、婦人会総会を開催

いたします。ぜひお集まりいただき、活動内容

等ご意見がございましたらお聞かせください。 

お弁当を用意いたしますので、ご出席くださ

る方は６月２１日までに婦人会役員にお伝えい

ただくか、聖堂入口にある申込用紙にお名前

をご記入ください。 

婦人会長 ウェラ山中由美 

東日本主教教区の教区会議が６月１４日

㈰に仙台教会にて開催されます。それに伴

い、セラフィム府主教座下と当教区の全司

祭が来仙され、主教祈祷による聖体礼儀

が献じられます。ぜひご参祷ください。 

日時：６月１４日㈰９時３０分 

※痛悔機密 ９時 

場所：仙台ハリストス正教会 

主教祈祷のご案内 



                       

６月聖名日 

モレーベンのご案内 
６月２８日㈰聖体礼儀後 

６月の聖名日モレーベンに該

当する方々です。ぜひご参祷く

ださい。 ▲聖大后亜使徒エレナ 

2026(令和 8)年 6 月(第 588 号)       教 会 だ よ り               (6) 

聖名日 聖   名  氏    名（敬称略） 

6/3 エレナ（聖太后亜使徒） 

小板橋由美子、高橋ゆり、笹川純子、 

菅原佐智子、瀬戸まみ、高橋優子、 

永沢京子、太宰美奈子、増田家次子、 

遊佐せつ子、吉田シヅ、佐藤あす見、 

宇田英美香、内海寿美、本間茂子、 

6/11 
フェオドシヤ（コンスタンチノープ

ルの聖致命女） 
伊藤秋恵 

6/14 イウスチン（ロマの聖致命者） 大槻侑杜 

6/16 パウラ（聖致命処女） 後藤清江 

6/17 
マルファ（ベタニヤのラザリの兄

妹） 

居川めぐみ、小野泰子、小原淑子、 

永元亜紀子、早坂久美子、山田弘子 

6/19 スサンナ（克肖致命処女） 平塚  恵 

6/20 ルキナ（ロマの聖致命女） 岡崎瑠美 

6/23 
アントニナ（コンスタンチノープル

の聖致命女） 
渡辺久未子 

6/26 アキリナ（シリヤの聖致命女） 
佐々木範子、佐藤由枝、菅原和子、 

山田樹里 

6/27 エリセイ（聖預言者） 太田 格 

 

▲ロマの致命者 

哲学者聖イウスチン 

 

ロ
ー
マ
帝
国
の
皇
帝
コ

ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
１
世

（
亜
使
徒
聖
大
帝
コ
ン
ス

タ
ン
テ
ィ
ン
）
の
母
が
聖

エ
レ
ナ
で
す
。 

 

313

年
頃
に
キ
リ
ス
ト

教
徒
と
な
っ
た
聖
エ
レ
ナ

は
、
私
財
を
投
じ
て
貧
し

い
人
を
助
け
た
り
、
聖
堂

を
建
て
る
な
ど
し
て
教

会
に
尽
く
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
彼
女
は
３２０

年

頃
に
ハ
リ
ス
ト
ス
が
磔
に

さ
れ
た
十
字
架
と
釘
を

発
見
し
ま
し
た
（
そ
の
た

め
、
彼
女
は
十
字
架
を

持
っ
た
姿
で
イ
コ
ン
に
書

か
れ
ま
す
）
。
こ
の
出
来

事
は
「
十
字
架
挙
栄
祭
」

（
９
月
２７
日
）
と
い
う
祭

日
に
記
憶
さ
れ
ま
す
。 

聖
大
后
亜
使
徒
エ
レ
ナ 

と
十
字
架
挙
栄
祭 



                       

執 

事 

会 

報 

告 
日
時
：
令
和
８
年
５
月
１２
日
午
後
２
時
～
４
時 

場
所
：会
館
３
階
会
議
室 

一
、
報
告
事
項 

・４/

１４
㈫ 

執
事
会 

・４/

１５
㈬ 

警
察
定
期
巡
回
、
伝
道
会 

・４/

１８
㈯ 

光
明
週
間
ス
ボ
タ
聖
体
礼
儀
、
ア
ル
ト 

ス
の
截
分
、
徹
夜
祷
な
し 

・４/

１９
㈰ 

聖
使
徒
フ
ォ
マ
の
主
日
代
式
祈
祷 

・４/

21
㈫ 

大
パ
ニ
ヒ
ダ
、
墓
地
祈
祷 

・４/

22
㈬ 

墓
地
祈
祷 

・４/

26
㈰ 

携
香
女
の
主
日
聖
体
礼
儀
、
聖
名
祭 

・４/

27
㈪ 

レ
オ
太
田
兄
臨
終
規
定 

・４/

２8
㈫ 

フ
ォ
ー
バ
ル
定
期
点
検 

・４/

２9
㈬ 

迴
家
祈
祷 

・４/

30
㈭ 

教
会
車
一
年
点
検
、
タ
イ
ヤ
交
換
、 

レ
オ
太
田
信
兄
永
眠 

・５/

２
㈯ 

徹
夜
祷
無
し 

・５/

３
㈰ 

癱
者
の
主
日
代
式
祈
祷
、
ラ
ン
パ
ー 

ド
グ
ラ
ス
洗
浄
、
レ
オ
太
田
兄
通
夜 

・５/

４
㈪ 

レ
オ
太
田
兄
埋
葬
式 

・５/

８
㈮ 

ペ
ト
ル
高
橋
英
俊
兄
永
眠
（臨
終
規 

定
、
リ
テ
ィ
ヤ
） 

・５/

９
㈯ 

ペ
ト
ル
高
橋
兄
納
棺
、
徹
夜
祷 

・５/

１０
㈰ 

サ
マ
リ
ヤ
婦
の
主
日
聖
体
礼
儀
、
月 

例
パ
ニ
ヒ
ダ
、
ペ
ト
ル
高
橋
兄
通
夜 

・５/

11
㈪ 

ペ
ト
ル
高
橋
兄
埋
葬
式 

・一
般
会
計 

教
区
分
担
金
完
納 

二
、
協
議
事
項 

⑴
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
件 

簡
易
足
場
の
み
で
約
１１
万
円
で
あ
る
の
に
対

し
、LE

D

の
全
球
交
換
を
足
し
て
も
計
17
万
で

あ
る
為
、
全
球
交
換
で
発
注
す
る
。 

⑵
門
扉
の
件 

平
塚
兄
が
修
繕
の
見
積
も
り
を
取
っ
た
と
こ

ろ
、
部
分
修
理
で
は
な
く
新
調
を
１４０
万
で
提
示

さ
れ
た
。
高
額
で
あ
る
為
、
別
の
方
法
を
検
討
す

る
（
以
前
の
よ
う
に
、
ポ
ー
ル
と
チ
ェ
ー
ン
に
す
る

等
）。 

※
執
事
会
後
に
、
執
事
有
志
が
門
扉
の
故
障
箇

所
に
既
存
の
ポ
ー
ル
を
挟
み
縛
っ
た
と
こ
ろ
、
一

応
門
扉
は
使
用
可
能
と
な
っ
た
。 

※
平
塚
兄
が
別
の
業
者
を
探
し
、
５/

15
に
故
障

箇
所
確
認
作
業
、
取
り
換
え
で
は
な
く
修
繕
で
の

見
積
も
り
を
依
頼
。 

⑶
教
区
会
議
の
件 

・受
付
に
３
名
必
要
。 

・
聖
使
徒
の
斎
中
で
あ
る
が
、
遠
方
か
ら
も
参
加

者
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
弁
当
は
斎
を
考
慮
し
な

い
。 
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・
理
事
会
は
１５
時
開
始
の
為
、
会
場
設
営
は
１３

時
よ
り
木
村
兄
と
司
祭
で
行
う
。 

・
代
議
員
は
執
事
会
を
通
さ
ず
司
祭
が
指
名
す

る
。 

⑷ 

信
徒
総
会
の
件 

・
会
場
設
営
は
当
日
の
朝
９
時
よ
り
方
舟
会
が

行
う
。 

・
総
会
役
員
は
執
事
会
を
通
さ
ず
司
祭
が
指
名

す
る
。 

・
監
査
は
次
回
の
執
事
会
で
決
算
書
等
が
確
認

さ
れ
た
後
に
行
う
。 

三
、
そ
の
他 

⑴ 

全
国
公
会
代
議
員
の
件 

・執
事
会
を
通
さ
ず
司
祭
が
指
名
す
る
。 

⑵ 

聖
体
礼
儀
後
の
会
館
開
放
の
件 

・
現
在
、
毎
週
の
よ
う
に
未
信
徒
や
他
教
派
信

徒
の
参
祷
が
あ
る
が
、
彼
等
に
教
会
に
親
し
ん

で
も
ら
う
為
、
聖
体
礼
儀
後
に
会
館
を
開
放

し
、
交
流
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
と
の
提

案
が
司
祭
よ
り
な
さ
れ
た
（今
は
毎
週
残
っ
て
い

る
聖
歌
隊
が
受
け
皿
と
な
っ
て
い
る
が
、
よ
り

気
軽
に
招
く
た
め
）
。
現
状
で
は
難
し
い
が
、
聖

歌
隊
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
無
理
の
な
い
範
囲

で
進
め
た
い
と
結
論
し
た
。
今
後
、
も
し
昼
食
を

用
意
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
イ
ベ
ン
ト
が
必
要
。 



                       

 

○
仙
台
教
会 

6
日
㈯ 

徹
夜
祷
は
あ
り
ま
せ
ん 

第
８
調 

7
日
㈰ 

衆
聖
人
の
主
日
代
式
祈
祷
（
10
時
半
） 

エ
ウ
レ
イ
330
端
11
：
33-

12
：
2 

マ
ト
フ
ェ
イ
38
端
10
：
32-

33
、
37-

38
、 

19
：
27-

30 

◆
聖
堂
清
掃
（会
館
４
階
窓
拭
き
含
む
） 

☆
聖
使
徒
の
斎
（６
月
８
日
～
７
月
１１
日
） 

9
日
㈫ 

定
例
執
事
会
（
１４
時
） 

１３
日
㈯ 

教
区
理
事
会
（
１５
時
） 

主
日
徹
夜
祷
（
１７
時
） 

第
１
調 

１４
日
㈰ 

衆
聖
人
後
の
主
日
聖
体
礼
儀
（９
時
半
） 

ロ
マ
８１
半
端
２
：
１０-

16 

マ
ト
フ
ェ
イ
９
端
４
：
18-

23 

    

教
区
会
議
（
１３
時
） 

20
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷
（
１７
時
） 

第
２
調 

２１
日
㈰ 

祭五

後旬
第
３
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

ロ
マ
８８
端
５
：１-

10 

マ
ト
フ
ェ
イ
18
端
6
：
22-

33 

■
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ 

◇
信
徒
総
会
（
１３
時
頃
よ
り
） 

27
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷
（
１７
時
） 

第
３
調 

28
日
㈰ 

祭五

後旬
第
４
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

ロ
マ
９３
端
６
：
18-

23 

マ
ト
フ
ェ
イ
25
端
８
：５-

13 

◎
聖
名
祭
モ
レ
ー
ベ
ン 

▽
婦
人
会
総
会 

  

 

○
白
河
教
会 

5
日
㈮ 

教
会
清
掃
（９
時
３０
分
） 

6
日
㈯ 

ス
ボ
タ
大
晩
課
（
１７
時
３０
分
） 

 
 
 
 

 
 

執
事
会
（晩
課
後
） 

7
日
㈰ 

洗
礼
（８
時
半
） 

衆
聖
人
の
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

信
徒
総
会 

２１
日
㈰ 

祭五

後旬
第
３
主
日
代
式
祈
祷
（
10
時
） 

○
中
新
田
教
会 

7
日
㈰ 

主
日
代
式
祈
祷
、
奉
仕
作
業
（
10
時
） 

２６
日
㈮ 

執
事
会
（
16
時
） 

ス
ボ
タ
大
晩
課
（
１７
時
） 

２７
日
㈯ 

祭五

後旬
第
４
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

 
 
 
 

 
 

信
徒
総
会 
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※会報に掲載の写真でご希望のものがあればプリントしますので遠慮なくお申し出ください。 

６
月
の
行
事
・
奉
事
予
定 

【
聖
歌
隊
】
（発
声
）７
日
㈰
（
１３
時
半
） 

【
伝
道
会
】
３
日
㈬
、
１０
日
㈬
、
１７
日
㈬
、
２４
日
㈬ 

公 
 

示 

信
徒
総
会
開
催
に
つ
い
て 

宗
教
法
人
「仙
台
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
」 

規
則
第
二
十
三
条
に
よ
り
、
令
和
八
年
度 

信
徒
総
会
を
左
記
の
通
り
開
催
し
ま
す
。 

  

記 
 

日
時 

令
和
八
年
六
月
二
一
日
㈰ 

祈
祷
後
（
13
時
頃
よ
り
） 

場
所 

仙
台
正
教
会
会
館 

４
階
ホ
ー
ル 

議
題 

一
、
宗
務
に
関
す
る
件 

二
、
財
務
に
関
す
る
件 

三
、
そ
の
他 

以
上 

教
役
者
、
信
徒
各
位 

  

令
和
八
年
五
月
二
一
日 

 
 

宗
教
法
人 

仙
台
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会 

代
表
役
員 

司
祭 

ル
カ
田
畑
隆
平 

   


